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世界中の工業やエネルギー生産を支える

プラントとはさまざまな素材を化学的に処理・加工して製品を作る生産設備のこと。石油をガソリ
ンや灯油、天然ガスをLNG（液化天然ガス）にする設備や発電所、製造工場などがある。中東や
東南アジアなど世界各地で大規模プラントが続 と々作られており、日本の企業や技術者が数多
くかかわっている。事業のスケールの大きさとグローバルに活躍できることが魅力の業界だ。

世界各地の巨大プラント建設にかかわる！
スケールの大きさが魅力の業界

プラントを安全に動かすには、状況に応
じて機器の運転・停止をコントロールし
たり、配管内を流れる液体や気体の量、
配管内の温度・圧力などを管理したりす
ることが必要。そのための計測装置や
制御システムを設計するエンジニア。

プラントエンジニア（計装）

大規模なプラント建設プロジェクトを管
理し、とりまとめる仕事。各部門と密に
コミュニケーションしながら、全体を俯瞰
して、コスト、スケジュール、品質が最適
になるよう調整していく。幅広い専門
知識とリーダーシップが必要だ。

プロジェクトマネージャー

巨大機器を設置するための基礎台や、
コンクリート製・鉄骨製の構造物、地下
の配管、さらにプラント内の道路や港湾
設備などを設計する。工事の前に行う
現地の地盤調査や地盤改良なども土
木建築系プラントエンジニアの役割。

プラントエンジニア（土木建築）
プラント内の機器に電気を供給するため
の受電・発電・変電・送電・配電設備や
照明設備、通信設備などの設計を担
当。現地の電力事情なども考慮に入れ、
各部門のエンジニアとも相談しながら、
安全で安定した電力供給を実現する。

プラントエンジニア（電気）

プラントエンジニアリング会社はメーカ
ーではないので、プラントに必要な機器
や資材はプラント機器メーカーなどから
購入する。その際の、メーカーの選定、
発注、価格交渉などが調達の役割。文
系出身者も活躍している仕事だ。

調達

総合商社のビジネスの範囲は幅広い
が、エネルギー開発もその一つ。資源メ
ジャーや各国政府と交渉し、大規模プラ
ント建設プロジェクトやその後のエネル
ギービジネスを企画・提案し、まとめてい
く。資金の提供や調達も重要な役割。

総合商社
JICA（国際協力機構）など、発展途上
国支援や日本企業の海外進出支援に
取り組む独立行政法人等が海外プラン
ト開発の企画にかかわることも。現地の
事情やニーズの調査、プロジェクトのコ
ーディネート、資金調達などを担う。

独立行政法人等

担当するエリアの政府、企業などとネッ
トワークを築いて情報収集し、現地の事
情、ニーズに基づいたプラント開発事業
を提案。数百、数千億円規模のビジネ
スなので、受注に至るまでに数年を要す
ることも。現地に駐在することも多い。

商社営業

プラントを開発する会社。プラントの設計、
機器や資材の調達、現場での建設を手が
ける。最近では、プラント周辺の道路や環境
関連のインフラまでかかわるケースも増えて
いる。商社と連携して案件を受注することも
多いが、自社でも営業活動を行う。

プラントエンジニアリング会社

プラントエンジニアリング会社の設計や
指示に従い、配管、圧力容器、冷水塔、
熱交換器、各種計測装置などの機器や
設備、資材を製造する。製品の種類ごと
に、国内外にさまざまなメーカーがある。

プラント機器メーカー

ガス、石油、工業製品などを製造するた
めのプラント内の工程を設計する仕事。
エネルギー系のプロセス設計では化学
の専門知識が求められる。コンピュータ
によるシミュレーションもしながら、プラン
トの核となる仕組みを考えていく。

プラントエンジニア（プロセス）
圧力容器、熱交換器、コンプレッサー
（空気を圧縮する機器）、配管など、プラ
ントで使用される機器・設備の設計を担
当する。中には100ｍ級の巨大な機械
設備も。製造はプラント機器メーカーに
依頼するが、その指示や管理も担う。

プラントエンジニア（機械）

依頼を受けて機器や
設備、資材を製造し、納品

右で紹介しているプラントエンジニアリ
ング会社のほか、自社で大規模プラント
をもっている上記のような分野の大手
企業が、プラント部門や専門の子会社
を設けている例もある。

総合商社はプラント開発技術をもっていな
い。そのため、プラントエンジニアリング会
社などと連携して、さまざまな企業が参加
するプロジェクトを結成する。共同で新た
な会社を立ち上げるケースも。
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海外製造の拡大で
グローバル化が加速

　プラントエンジニアリング業界の2014年の受
注高は前年比11.1％増の8兆5708億円。特
に海外受注高は前年比23.5％増の2兆7165
億円と大幅な伸びを見せた（経済産業省調
べ）。1960年代から積極的に海外進出を進め
てきた業界だが、国内でのプラント建設需要の
頭打ちで、最近はグローバル化をさらに加速。大
手を中心に海外子会社の設置や外国人採用
も拡大している。進出先は、中東、東南アジア、
東欧、ロシア、アフリカ、北米、中南米と多彩だ。
国内では太陽光など新エネルギー関連が好調。

最新の業界事情

こ
の
職
業
に
就
く
に
は 福島県立福島高校、東北大学工学部材料科学

総合学科卒業。同大学大学院環境科学研究科
修士課程修了。大学院修了後、2012年に千代
田化工建設に入社。入社１年目にカタール（研
修）、2年目にパプアニューギニアに赴任。現在は
横浜本社勤務。

千代田化工建設株式会社 技術本部
インテグリティマネジメントユニット
マテリアルエンジニアリングセクション

堀尾真里さん（28歳）

プラントエンジニア
（材料）

協力

発注 発注

● エネルギー会社
● 鉄鋼メーカー
● 重工業メーカー

資源メジャー※、
現地政府、
現地企業など

プラントエンジニアリング会社で活躍するプロフェッショナル
プラント開発は、機械、電気、化学、土木・建築、材料などさまざまな技術を総合した事業なので、多様な専門性をもったエンジニアが集
まっている。そのほか、プロジェクトを管理し、まとめる仕事、案件を受注する営業職なども重要な役割を担っている。

代表的なプラントエン
ジニアリング会社であ
る千代田化工建設の
海外完成工事高は
76.4％（2015年3月
期）。活躍の場は圧倒
的に海外が多い

●千代田化工建設の海外完成工事高比率
（2015年3月期）

※世界規模で活動する
欧米の超大手エネルギー会社

海外
76.4％
（3676億円）

国内
23.6％
（1133億円）


